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AI Dig for Knowledge
すぐに使えるナレッジ共有・文書検索サービス

自然言語で企業内に保管される文書を検索！
経験やスキルに依らない情報収集が可能に。

AI Dig for Knowledge は文書検索・ナレッジ共有サービスです。マニュアルや技術文書などの大量データの中から効率的に必要な情報を検索できるよう
になり、業務効率化やナレッジ共有が期待できます。学習データとして利用できる事前コンテンツをお持ちの場合は、学習データとして取り込むだけで
一定水準以上の精度ですぐに利用できます。

関連性の高い回答候補を確信度の高い順で提案する
とともに、一問一答形式でも提案します。

検索結果には、AI が確からしいと判断した文章の
一部を表示するので、詳細画面を 1 つ 1 つチェッ
クしなくても、一覧から当たりをつけて必要な情報
にアクセスできます。

エピソードや体験などから、
誰でも知りたい情報を見つけられる !

キーワード検索では、
必要な情報にたどり着けない

知識やノウハウに頼った検索では、
業務が属人化してしまう

大量の検索結果から
本当に欲しい情報が見つけられない

課題1 課題 2 課題 3

自然言語処理により、キーワードの揺れを吸収し、
ユーザーの欲しい情報を漏れなく検索

検索フレーズから得られた回答までの「体験」を活用
・共有することで、誰でも検索・情報収集できる仕組
みを作れる

AI が洞察した関連度のランキング機能で誰でも
欲しい情報を効率的に検索

業務効率化 ナレッジ共有・脱属人化 スキル平準化・生産性向上

検索機能

エピソード検索

確信度 低

確信度 高
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※ IBM Watson 利用料が含まれます。
※ 学習データはお客様にてご用意いただきます。
※ ご予算に応じて検証期間や内容のカスタマイズも可能です。

● 本サービスの機能および利用方法の理解
● お客様が保有されているデータを用いた、本サービスの精度確認
● 学習データの作成および運用フローの把握

150万円～2 カ月検証
パッケージ

本番導入前に、本サービスを実導入可能かご判断いただくための 2か月間の検
証サービスを有償でご提供しています。なお、検証サービスでは、以下をご確
認いただけます。

本番導入に向けてじっくり検証したい！

本サービスには以下が含まれます。
● 問い合わせサポート（平日 9:00-17:00 メール）

※ 別途 IBM Watson 利用料が必要となります。
※ 学習データはお客様にてご用意いただきます。
※ ご要望に沿った個別環境やカスタマイズもご提案いたします。
※ データ量等によって利用価格が変わります。

30万円初期費用

25万円～月額費用

本番導入！

ご提供価格

機能一覧

ユーザー管理

グループ管理

ナレッジ検索

検索結果評価

検索精度向上

FAQ ログ

管理機能

音声認識機能

ナレッジ検索機能

利用ユーザーの追加 / 変更 / 削除

グループの追加 / 変更 / 削除

お客様とオペレーターの会話をリアルタイムに音声認識

質問文から回答候補の表示 / 一問一答形式での回答表示 

回答となるドキュメントと質問の紐付けと重み付け（熟練）

紐付けと重み付け（熟練）データをもとに AI トレーニング

一問一答形式の検索ログ、Goog/Bad 評価、回答の確信度の確認
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機能 概要 AI Dig AI Dig
for Voice

AI Dig
for Knowledge

検索結果が適切だったかを、ユーザーが Good/Bad 評価することで、
運用しながら回答精度を向上できます。

また、検索精度向上機能を使って、Good 評価にもかかわらず回答
候補の TOP5 に入っていない回答などに対して精度を見直せます。

運用しながら学習させることで、
検索精度がどんどん上がる

自動学習機能

BOX や SharePoint などのデータソースとの連携にも対応しています。検索対象と
したいデータをどのように管理されているのかをヒアリングした上で、最適な活用
方法をご提案します。

さらに、現在ご利用中のファイルストレージや文書管理システム、FAQ ツールとの
連携など、お客さまの活用イメージに応じた個別開発にも対応しています。

既存データソースとの連携や個別開発にも対応

活用をサポート！

検索精度向上画面で
評価をもとに精度を見直し

学習内容の定義
&再学習の実施
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